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巻 頭 言 

 

戸沼幸市（(一財)日本開発構想研究所 代表理事）

人間尺度から考える国づくりまちづくり 

－コロナ･パンデミックに対応して 
 

１．コロナの街の風景 

2020年６月に入って、昨年12月以来世界的に吹

き荒れた新型コロナウイルス感染拡大の第一波

は沈静化の兆しを見せてきています。 

我が国も４月７日以来発せられていた非常事

態宣言が100日ぶりの５月26日に解除され、人々

が家に閉じ込められていた状態から解放されて、

マスク姿ながら、まちにも少しにぎわいが戻って

きました。６月中旬、人々の県境を越える往来も

ようやく解除されることになりました。しかし新

型コロナウイルス感染の第２波、第３波がやって

くることも予想され、油断できない状態が続いて

おります。 

今度の新型コロナウイルス感染拡大の予防策

はまことにプリミティブなので、飛沫が外へ飛ば

ないようにマスクをすること、人と人とが接触す

る状態をつくらないこと、いわゆる社会的距離、

人と人とが接触しないように２ｍ程度離れると

いうことでした。＊ 

社会的距離については社会のあり方を広くと

らえて「個人と個人との間、集団と集団との間に

おける親密性・親近感の強度（ソーシャルディス

タンス）」（広辞苑）とあります。このソーシャ

ルディスタンスの基本となる単位は、筆者の考え

では人間尺度の基本である人体尺の単位、１身長

（６尺：182cm、６フィート：183㎝）に当ります。

人体が両手を一杯に広げて、ようやく接触できる

身体間の距離ということになります。 

人体間に基づく社会的距離は、人間の親密さの

度合を表し、互いの一身長内にて握手をし、肩を

抱き合えば親しい友人や恋人、夫婦、子と親、家

族たちにおいて、情愛のある親密な間、空間とな

るのです。マスク姿でメディアに映る１身長も２

身長も離れての会話や会議はいかにも白々しい

ものです。 

社会的距離、人間尺度の扱われ方に民族、国に

よって微妙に異なっていることも今度の新型コ

ロナウイルス感染の程度に差が現れていること 

に気づかされます。欧米社会では初対面の人間同

士でも、すぐに握手をし、抱き肩をたたき合うの

に対し、東洋の場合は伝統的に“間”をおいてお

辞儀をするなどの作法、習慣があり、これが今度

のコロナ感染者数の差に現れているといえなく

もありません。また、欧米と異なって人が家に入

る時には靴を脱ぐ習慣があることもコロナ対策

に効いているようにも思えます。とは言うものの、

アメリカやブラジルなどの日常的に社会的距離

をとりようもない過密な居住空間にコロナ感染

が爆発的に広がったのですが。 

図 人間尺度－人体尺 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：戸沼幸市著 参考１ 

人間尺度－人体尺 

長さに関する寸法のうちで曲６尺－１間、１

m82㎝は、人間尺度の基底にある人間の身長と対

応した寸法です。 

人間の生活空間、住居やその他の建物の寸法構

成は６尺（6フィート）を基本的単位としてつく

られています。 

人体尺は人体と人体、人体と環境を結ぶ基礎的

寸法といえます。人間の正常な生活－住む、働く、

遊ぶ、学ぶ、往来するは親密な人間尺度－人体尺

によって自在に為されるものなのです。逆に望ま

ない密接距離は過密の尺度になります。 

今回の避けるべき「３密」、換気の悪い「密閉
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空間」、近距離での会話や発声のある「密接空間」、

手の届く距離に多くの人のいる「密集空間」はこ

れに当たります。 

 

２．新型コロナウイルスと感染拡大が暴くグロ

ーバル化の相貌 

中国長江流域の1,100万都市、武漢の市場におい

て発生した新型コロナウイルスの爆発的感染拡

大は瞬時に作動するヒト、モノ、カネ、情報のグ

ローバリゼーションの網、特に交通ネットワーク

に乗って世界（地球）の国と地域に及びました。 

新型コロナウイルスの感染地帯は、グローバル

の網に直結している集住規模の大きい高（稠）密

度、高人口動度の大都市、巨大都市地帯です。 

米国ではニューヨークの巨大都市圏、欧州では

ロンドン、パリ、マドリード、ミラノ、トリノな

どで爆発的感染が起りました。この中でもニュー

ヨークを中心にした感染の犠牲者は、黒人、ヒス

パニック系に多く、これらの人びとは、主にスー

パーやデリで働くエッセンシャルワーカーで、過

密な居住区に住んでいます。６月15日現在、アメ

リカの感染者数は210万人に近く、死者は11万人

を越えるほどになっております。これにはトラン

プ政権の対応のまずさも指摘されております。今 

表 感染者数の多い主な国 

（６月15日正午時点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：公益財団法人ニッポンドットコム 

度のコロナ禍は人種問題をも炙り出している感

があります。南米ではブラジルがアメリカに次い

で感染者が多く、６月15日旧首都の大都市リオデ

ジャネイロの過密住居地域を中心に90万人近く

が感染し、死者も４万人を超えています。 

今後、アフリカ、インド、中米の人口稠密地帯

へのコロナ感染の危険は消えておりません。 

新型コロナウイルス感染症の発生国である中

国は、感染者８万人台、死者4600人強と一党独裁

の習近平政権の下でコロナ禍を押さえ込んだか

たちです。 

中国の新型コロナウイルス感染の押さえ込み

について、新型コロナ発生の武漢在住の作家方方

さんが武漢封鎖の日々をつづった「方方日記」を

ネットで配信し、これを私たちも見ることが出来

ました。しかし、最近中国で国の恥部を世界に知

らせるという猛批判が出ているとか。今度のコロ

ナ禍は多方面に国の事情を焙り出してしまう様

子です。 

我が国の新型コロナウイルス感染は、ほぼ全国

に感染が広がりました。 

最初の新型コロナウイルス感染者は2020年１

月16日、中国武漢から帰国した中国人男性、続い

て１月28日武漢への渡航歴のない日本人男性の

二次感染と報告されています。 

そして、２月５日、横浜港に入港した豪華客船

ダイヤモンド・プリンセス号（英国船籍、米企業

運航）において大規模な新型コロナの感染が広が

り、３月27日の乗客乗員3700人余の全員下船まで

感染者723人、死者13人と報告されています。そ

して多くの日本人が自分事として予想だにしな

った新型コロナ禍が全土に一挙に広がりました。

２月には一桁だった感染者が、３月には100人を

超え、1000人単位で階段状に増加し、５月には１

万5000人を超え、６月10日現在感染者１万8083人、

死者938人となっています。 

新型コロナウイルスの感染地域は、人口稠密な

東京、大阪、名古屋の大都市圏、東海道メガロポ

リス地帯及び北海道が主舞台となっております。 

これまで、政府は４月７日に首都圏（東京都、

神奈川県、千葉県）、大阪府、兵庫県、福岡県を

対象に「非常事態宣言」を発表し、５月４日に対

象を全国に広げて、非常事態宣言を５月31日まで

延長するとしました。幸いにも懸命な医療体制の

支えもあり、５月下旬にはコロナ禍の勢いがやや

衰え、非常事態宣言から100日ぶりの５月26日の

非常事態宣言解除となりました。 

感染者数 死亡者数
⽶国 2,093,508 115,732

（うちニューヨーク州） (383,324) (24,551)
ブラジル 867,624 43,332
ロシア 528,267 6,938
インド 320,922 9,195
英国 295,889 41,698

スペイン 243,928 27,136
イタリア 236,989 34,345
ペルー 229,736 6,688
ドイツ 187,518 8,801
イラン 187,427 8,837
トルコ 178,239 4,807
チリ 174,293 3,323

フランス 157,220 29,407
メキシコ 146,837 17,141
パキスタン 139,230 2,632

サウジアラビア 127,541 972
カナダ 98,787 8,146
中国 83,181 4,634
⽇本 17,502 925
韓国 12,121 277
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表 都道府県別 新型コロナウイルス感染者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：人口：2020年4月1日現在（住民基本台帳）、 

感染者数：各都道府県公式発表数字（チャーター機帰国者、クルーズ船乗客等は含まず） 

 

表 都内の区市町村別感染者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：東京都、2020.6.15 

図 新型コロナウイルスの電子顕微鏡写真 

（サイズは0.1ミクロン以下） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国立感染症研究所 

 

 

 

 

千代⽥区 44 中央区 115 港区 340
新宿区 511 ⽂京区 98 台東区 175
墨⽥区 153 江東区 233 品川区 192
⽬⿊区 172 ⼤⽥区 249 世⽥⾕区 502
渋⾕区 194 中野区 252 杉並区 263
豊島区 156 北区 100 荒川区 83
板橋区 149 練⾺区 282 ⾜⽴区 158
葛飾区 137 江⼾川区 149 ⼋王⼦市 45
⽴川市 15 武蔵野市 18 三鷹市 30
⻘梅市 8 府中市 77 昭島市 9
調布市 37 町⽥市 55 ⼩⾦井市 31
⼩平市 26 ⽇野市 20 東村⼭市 15
国分寺市 14 国⽴市 8 福⽣市 2
狛江市 23 東⼤和市 8 清瀬市 15

東久留⽶市 15 武蔵村⼭市 2 多摩市 38
稲城市 12 ⽻村市 5 あきる野市 7
⻄東京市 51 瑞穂町 1 ⽇の出町 1
檜原村 0 奥多摩町 0 ⼤島町 0
利島村 0 新島村 0 神津島村 0
三宅村 0 御蔵島村 1 ⼋丈町 0
⻘ヶ島村 0 ⼩笠原村 0
都外 225 調査中 23 ６⽉14⽇時点の累計値

⼈⼝ 感染者 死者数 ⼈⼝10万⼈ ⼈⼝ 感染者 死者数 ⼈⼝10万⼈

（⼈） 当たり感染者数 （⼈） 当たり感染者数

01 北海道 5,248,552 1,167 91 22.23 25 滋賀県 1,413,959 100 1 7.07

02 ⻘森県 1,246,138 27 1 2.17 26 京都府 2,583,140 360 18 13.94

03 岩⼿県 1,226,430 0 0 0.00 27 ⼤阪府 8,823,453 1,787 85 20.25

04 宮城県 2,303,160 88 1 3.82 28 兵庫県 5,463,609 699 43 12.79

05 秋⽥県 965,968 16 0 1.66 29 奈良県 1,331,330 92 2 6.91

06 ⼭形県 1,077,057 69 0 6.41 30 和歌⼭県 923,721 63 3 6.82

07 福島県 1,847,950 81 0 4.38 31 ⿃取県 555,663 3 0 0.54

08 茨城県 2,868,041 168 10 5.86 32 島根県 673,891 24 0 3.56

09 栃⽊県 1,942,312 66 0 3.40 33 岡⼭県 1,891,346 25 0 1.32

10 群⾺県 1,937,626 151 19 7.79 34 広島県 2,807,987 168 3 5.98

11 埼⽟県 7,337,330 1,021 52 13.92 35 ⼭⼝県 1,355,495 37 0 2.73

12 千葉県 6,279,026 919 45 14.64 36 徳島県 728,633 5 1 0.69

13 東京都 13,942,856 5,592 314 40.11 37 ⾹川県 956,069 28 0 2.93

14 神奈川県 9,200,166 1,409 90 15.31 38 愛媛県 1,338,811 82 4 6.12

15 新潟県 2,222,004 82 0 3.69 39 ⾼知県 697,674 74 3 10.61

16 富⼭県 1,042,998 227 22 21.76 40 福岡県 5,110,113 821 28 16.07

17 ⽯川県 1,137,181 299 27 26.29 41 佐賀県 814,211 45 0 5.53

18 福井県 767,742 122 8 15.89 42 ⻑崎県 1,325,205 17 1 1.28

19 ⼭梨県 812,056 71 1 8.74 43 熊本県 1,746,740 48 3 2.75

20 ⻑野県 2,049,023 76 0 3.71 44 ⼤分県 1,134,431 60 1 5.29

21 岐⾩県 1,988,931 154 7 7.74 45 宮崎県 1,072,077 17 0 1.59

22 静岡県 3,639,226 77 1 2.12 46 ⿅児島県 1,599,984 11 0 0.69

23 愛知県 7,552,873 514 34 6.81 47 沖縄県 1,454,184 142 7 9.76

24 三重県 1,779,770 45 1 2.53 全国 126,216,142 17,149 927 13.59

（2020.06.15現在）
都道府県 都道府県

（2020.06.15現在）
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図 国内の新型コロナウイルス感染者の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：JX通信社／FASTALERT 

 

３．地球人口史とコロナ問題 

世界的にみて、人間居住が1000万人を越える大

都市、巨大都市、巨大都市圏を形成するようにな

ったのは20世紀に入ってからのことです。 

19世紀の始め、1800年頃の世界人口はほぼ10億

人でしたが、20世紀に入り、20億人（1927年）、

30億人（1961年）、40億人（1974年）、50億人（1987

年）、60億人（1996年）、そして21世紀、70億人

（2011年）と地球人口は爆発的に増加したのです。

この地球における人口の劇的増加は、1800年代に

起きた産業革命（エネルギー革命）によってもた

らされたものといえ、地球における人間居住の集

住形態の巨大化、高密度化、そしてグローバルな

ネットワークに繋って高動度化となって現れま

した。 

巨大人口を支えるための食糧の確保のために

広大な農地が必要であり、そのために巨大規模の

森林地帯の開発がなされました。その結果、野生

動物の生息地域が狭まり、人との接触する機会が

増していきました。 

森林面積は、1990年から2015年の25年間でも

41.28億haから39.99億haに減少しているのです。

地球の森林の開発による縮小は地球の温暖化の

原因でもあり、人類存続の危機とも関係していま

す。 

今度の新型コロナウイルス感染は中国武漢の

市場において始まったとされておりますが、では

どうして、どこからこの新しいウイルスがこの都

市に入り込んできたのか。過去の事例であるSARS

の場合、コウモリ起源のウイルスがツバメの糞か

らハクビシンに感染して市場に入り込み、拡大し

たことが明らかになっております。 

「コウモリ起源の新型ウイルスが哺乳類のセ

ンザンコウに感染し、コウモリの糞などから農家

に感染」したのではないかとの説があります。（デ

ニス・キャロル氏（元米国際開発局新感染市室

長））自然界には160万種のウイルスがあるとい

われております。（資料：朝日新聞2020.5.28） 

19世紀から20世紀そして21世紀初頭の森林伐

採がウイルスをもつ動物と人間の距離を近づけ、

ウイルスの人への感染リスクを高めているとの

指摘は充分に考えられるところです。 

そして、20世紀、21世紀の地球人口の爆発的増

加、集住の高（稠）密度、巨大化となって現れる

人間居住はウイルスをはじめ地震・津波など各種

自然災害に大きな弱点をもっているのです。この

課題に対して人間側として答えを出すのは容易

ではなく、難題です。 

地球の人口史においては、しばしば人間の大量

死が起こっております。特に、感染症史からは、

20世紀初頭、1918～20年にはアメリカを感染源と

するスペイン風邪、ウイルス原因のインフルエン
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ザが世界に広がり、4800万人から１億人が死亡し

たといわれております。この時の地球人口は17億

でした。先の第２次世界大戦（1940～45年）では

餓死、病死を含め6000～8000万人が死亡したとい

われております。（巻末参照） 

これからの21世紀、地球人口は70億を超え、80

億、90億、100億人にも達すると予測されており

ますが、予想される様々な災害（新々コロナ感染

を含めて）にデイストピア（死と隣り合わせの人

間居住）を避けて希望のもてる地球における人間

居住を築くことが改めて求められています。 

 

４．人間尺度から考える国づくりまちづくり 

－人間の距離の回復 

４月８日から５月25日の100日間、政府の発す

る非常事態宣言下、私も外出を自粛し、自宅に籠

もり、研究所や外部とはテレワークや電話でのや

りとりをして過ごしました。自宅は東京都内の３

万人程の住宅団地にあるのですが、この団地

182haにその３分の１、60haほどの自動車の入らな

い森の公園が造られております。 

緊急事態宣言期間中、この団地の住民、時に外

部からの人もマスク姿ながらこの「森の公園」に

「密」を避け、距離を保って散歩する風景が絶え

ませんでした。私も家人と連れだって運動がてら

の散策を楽しむことができました。改めて「都市

の森」の効用の大切さを実感したことでした。 

今度の新型コロナウイルスの感染は東京都

5448人と全国の感染者数の３分の１（６月11日）

を占めております。東京都は国の非常事態宣言解

除後も６月２日都民の行動・活動を制限する「東

京アラート」を出しましたが、これも６月12日に

解除されました。人間が人間尺度を存分に働かせ

て、本来のかたちで住み、働き、遊び、往来する 

図 「東京アラート」発動を受けて 

赤くライトアップされた東京都庁 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：朝日新聞、2020年６月３日 

ことが出来るとは全く「人間復興」の図です。 

そして、いろいろなかたちで日本においてもコ

ロナ禍後の日本の姿を改めて描くことが求めら

れています。 

 

・巨大都市東京の再生：都心に大きな森をつくる 

テレビが映し出す巨大都市東京の俯瞰写真は

無機質の構造物が地面一杯に広がって、ぎょっと

するほどのコンクリート砂漠です。ここに東京都

1400万人、東京圏3000万人余が密住し、日々、莫

大なエネルギーを消費し、CO2を出し続けている

のです。地球温暖化問題にどう対処するかは、21

世紀の喫緊の世界的課題です。巨大都市居住に自

然エネルギーを多用し、生態的リフォームが強く

求められています。 

今度のコロナ禍は、巨大高密度都市東京の弱点

を突いてきました。これに対して、都市の「緑」

の効用が「密」の緩和のためにも公衆衛生の点か

らも有用なことが明らかとなりました。 

東京再生の当面の方策として、現在都心にある

緑地を拡大しつつこれを網状につなげて都市を

「緑化」するプロジェクトを進めてもらいたいも

のです。 

図 エコロジカルコリドールでつなぐ 

「東京都心の大きな森計画」の提案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：理事長の部屋「21世紀の日本のかたち」第15回 
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・本社機能移転、首都機能移転 

今度の新型コロナウイルス感染拡大で注目さ

れたものにテレワークがあります。サラリーマン

が満員電車に乗って毎日都心のオフィスに出掛

けずとも、自宅でITを活用して、必要な情報を伝

達し仕事をするという新しい働き方が広がりま

した。東京都心にあるオフィスの仕事を、地方に

居住していながら可能となるとは画期的なこと

です。 

東京には明治以来、国会、政府省庁、最高裁など

の首都機能があり、巨大都市東京の核となってお

ります。この状態を21世紀中続けるのか。 

首都機能「国会等移転に関する決議」は平成２

年になされているのです。これにつき今後30年以

内に起こる確率大とされる首都直下型地震の問

題に直面しているのです。そして、今度のコロナ

禍は巨大過密都市の弱点を突いて、感染を広げま

した。国民の働き方改革、地方創生の切り札とし

て、首都機能移転を考えてみてはどうでしょうか。 

 

・守りやすい国のかたち、地方のかたち 

－300の定住圏構想 

あらためて、今度の新型コロナウイルス感染症

などの疫病にどのように向き合うか、どのような

対策をたてるかは21世紀日本の大きな喫緊の課

題となりました。 

今回のコロナ禍に対する国の情報提供、方針、

施策、これを受ける都道府県、そして市区町村の

役割が今ひとつはっきりせず、感染の現場である

人々、市民、中小企業への対応にもたつきがある

という印象を持ちます。例えば国が決めた「特別

定額給付金」、休業を余儀なくされた中小企業へ

の支援「持続化給付金」などに行政の混乱が見ら

れます。今度のコロナ禍はテレワークなど人々の

働き方、住い方に未来的に大きな変化も予感され

ます。 

現行の47都道府県、市区町村制の行政、自治組

織は明治以来のもので、少子高齢化、人口減少時

代への対応としても日本のかたちを道州制、定住

圏構想など抜本的に見直すべしという議論があ

ります。参考２ 

戦後日本の国土計画は昭和37（1962）年以来数

次にわたり策定され、現在国土形成計画に受け継

がれておりますが、この中で第３次全国総合開発

計画として全国土を「定住圏（200～300）」とし

てくくり、新しい行政単位とすべしという提案が

なされておりました。 

この「定住圏」のイメージでは、日本の水系地

理地形を基礎に築いていた江戸時代の藩の領域

と重なっております。東京一極集中、東海道メガ

ロポリス地帯への首都直下型地震、東南海地震へ

の対応としても、人口分散、地方創生の圏域とし

て災害時（コロナパンデミックも含めて）にも守

りやすい「定住圏構想」の実現を国家として検討

してほしいものです。 

一つの定住圏のイメージは居住区50～100世帯、

定住区20～30万人、定住圏200～300圏とイメージ

されております。 

私の立場からいえば居住環境の人間尺度－「人

口尺度論」参考３に見合った自治体の規模のイメー

ジです。 

表 現在の基礎自治体の数 

基礎自治体 数 

  市 792 

  町 743 

  村 183 

 市町村計 1,718 

 特別区 23 

 総計 1,741 

 

・グローバル時代、21世紀日本の位置付け 

－宇宙船地球号の中で 

21世紀初頭、新型コロナパンデミックに遭遇し

て、日本も各国も改めてそれぞれの“国”のかた

ちが問い直されている事態です。 

トランプ大統領のアメリカは自国第一主義を

掲げ、イギリスはEUからの離脱を決め、ヨーロッ

パ各国も少なからず内向きになっているように

見えます。これに対して中国は近年、著しく経済

成長を遂げ、GDPはアメリカに次いで世界第２位

となり、「一帯一路」を掲げグローバル時代を視

野に入れた経済の展開をめざしているように見

えます。今度のコロナ禍も早期に押さえ込み、ア

フリカや中東への支援の手をさしのべておりま

す。 

日本は第２次大戦後、軍事、政治、経済など多

方面にアメリカとの結びつきを強め、戦後75年で

世界有数の経済大国、GDPは現在世界第３位（一

時期第２位）の位置を占めるまでになりました。 

しかし、近年アメリカは自国第一主義を唱え、

安全保障など日本との関係の見直しを迫ってお

ります。安倍晋三首相は「地球を俯瞰する外交」

を掲げ、多方面にグローバルに対応しようとして
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おりましたが、今度のコロナパンデミックに遭遇

して、アメリカにもヨーロッパにも自国第一主義

に戻りつつある中、日本国、政府はどのように日

本を位置付けるのか。 

日本は近年、経済的にも人的にも隣国中国との

結びつきを強めておりますが、イデオロギーの壁

を越えて、両国の交流は大きくなるものと思われ

ます。近年、隣国の韓国、北朝鮮とはいくつもの

課題を抱え厳しい関係にありますが、昔も未来も

「一衣帯水」の間柄にあることには変わりありま

せん。日本海を挟んで朝鮮半島と対峙し、台湾ま

で連なる3000キロメートルの日本弧状列島－主

要４島（北海道、本州、四国、九州）と6000余の

島々からなる日本国は海洋国であり、太平洋なか

んずく西太平洋の国々とは歴史的にも深い繋が

りがあります。そして、グローバル時代海を介し

て人的、経済的にひとかたまりの有力な文明圏、

居住領域として成長するとする図を画けないも

のか。 

豊かな海を介した不連続体連続－中国、韓国、

北朝鮮、日本、台湾、フィリピン、パラオ、東テ

ィモール、ベトナム、タイ、マレーシア、インド

ネシア、オーストラリア、ニュージーランド、ニ

ューギニア、パプアニューギニア等々の国と地域

は、欧米とは異なる海を介した21世紀の地球居住

の典型、川勝平太氏の説「豊饒の半月弧」参考４と

期待することができるのではと私も思うのです。

豊饒の半月弧の国々は今度のコロナ禍にも強い

抵抗力を示しました。 

今度のコロナ禍は現在広がっている経済主導

のグローバル化－ヒト、モノ、カネ、情報の流れ

を我々の目の前に一瞬、静止画像として映し出し

ております。この画像を前にして、各国それぞれ

の地政学的位置、歴史と文化、国の未来について

問い直されている事態です。と同時に今度のコロ

ナ禍は人類が宇宙に浮かぶ「地球号」に載って共

通の運命にあること、繋がり合って生きているこ

とを改めて知らしめることになりました。新型コ

ロナ感染の第２波、第３波も予想されております。

国々がいがみあっている場合ではなく、国々には

自国における対応に合わせて、南米、アフリカな

どへのコロナ感染拡大への対応、応援、援助が求

められております。今度のコロナ禍を機に協力し

て、WHO（世界保健機構）も国連もこれに取り組

んでもらいたいものです。 

宇宙船地球号の底力が試されている事態です。 

図 「かぐや」から地球を見る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：宇宙航空研究開発機構（JAXA） 
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参考１：人間尺度論 戸沼幸市著 1978年6月10日 彰国

社、電子書籍版 2020年３月 

参考２：戦後国土計画への証言 下河辺淳 日本経済評論

社 1994年3月 

参考３：人口尺度論 戸沼幸市著 1985年12月20日 彰国

社、電子書籍版 2020年３月 

参考４：「文明の海洋史観」川勝平太著 中公文庫 1997

年11月10日 

 

【脚注】 

＊ 社会的距離 Social distancing とは公衆衛生戦略を表す

用語であり、疫病感染拡大を防ぐため意図的に人と人

との物理的距離を保つこと。具体的距離については、

国により様々であり、WHOは少なく３フィート、米国

は６フィート、英国２ｍ、オーストラリア1.5ｍなど。 

 

 

2020.06.20 



 

8 

表 感染症史にみる主な感染症 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：歴ログ－世界史専門ブログ－「世界史のパンデミック死者数TOP10」より 

https://reki.hatenablog.com/entry/191224-Pandemic-History 

発生時期 感染症の名称 死亡者数 主な概要

5世紀 ユスティニアヌスの腺ペスト 約2,500万人
～約5,000万人

542年〜543年、東ローマ帝国で大流行しました。帝国領土に広範囲に広が
り、隣国地にも波及。60年にも渡って猛威を振るい続けたといわれている。
人口の大減少は経済に壊滅的な被害を与え、東ローマ帝国の衰退のきっか
けになったと言われている。

735年～737年 天平の疫病 約150万人 奈良時代の日本での天然痘大流行。

中国か朝鮮の使節が持ち帰って広まる。当時は地震・凶作などが相次ぎ、多
くの人の体力が弱っていた。追い討ちをかけた疫病により150万人が死亡（推
定）。
この影響で政治機能が一時的に麻痺し政局が混迷。奈良の大仏建立はこう
した世の中の混迷の延長線上にある。

1346年～1353年 黒死病 約7,500万～2億人 「黒死病」とはペスト。

黒海に面する都市カッファで発生。瞬く間にヨーロッパ全体に感染。当時の
ヨーロッパの人口の1/3が死亡（推定）。死者数は全世界で7,500万人～2億人
と推定。
黒死病流行の背景には、モンゴル帝国のユーラシア大陸制覇による物流革
命があったとする説。モンゴル軍がペストが風土病となっていたミャンマーを
攻めた時に感染し、中央アジアに持ち帰る。そこから中国本土でペストが流
行。その後東西交易の中で中国から黒海へと伝播。それがヨーロッパ中に広
まる。
ペストの病原菌はネズミが媒介。その病原菌をネズミに寄生するノミが人間に
感染・発症。ユーラシア東西交易の物流の中にペスト菌に感染したネズミが
紛れ込み、ペストを媒介したノミがいたことは充分にあり得る。
ユーラシアでのペストの流行は、干ばつが続き食糧不足のなか、各地に大打
撃を与える。モンゴル帝国の支配は弛緩して地方の分権化と独立が進む。中
国では元がモンゴル高原に追われて明が誕生。

16世紀半ば アメリカ先住民疫病死 数千万人規模 スペイン人が新大陸に上陸して後、先住民の多くがスペイン人が持ち込んだ
疫病によって死亡。アステカ帝国の中央メキシコの人口は、1548年の603万
人から1608年には107万人に減少（推定）。
新大陸はユーラシア大陸で史上猛威を振るってきた疫病に対する免疫がな
く、天然痘、はしか、チフス、インフルエンザといった「ごく一般的」な疫病に
よって次々と倒れる。
先住民の人口激減により新大陸では労働力不足が発生。プランテーション農
園や鉱山の資本家は西アフリカから奴隷を連行し働かせることによりアフリカ
の荒廃を起こす。

1641年～1644年 明末大疫病（ペスト） 約4,000万 明帝国の息の根を止めたきっかけとなる。

～5,000万 この頃、地球は小氷河期に突入。中国では作物の不作が長年続き、飢餓、
ペストによる餓死、病死、自殺が増加。さらに内乱等によって多くの人が殺さ
れ。当時の中国人口は約1億人のうち約4,000万人が死亡（推定）。

1846年～1860年 第三次コレラ 約100万人以上 19世紀半ばに発生したパンデミックで、発生源はインドのガンジス川デルタ地
帯。世界的流行によりロシアでは約100万人が死亡、ロンドンでも約2万人が
死亡。この流行による世界中での正確な人数は不明。おそらく100万人は確
実に超えている。
これをきっかけでロンドンでは大規模な上下水道システムの整備が進み、公
衆衛生の安全性が高まる。

1855年～1960年 第三次ペスト
（腺ペスト）

約1,200万人 1855年に清帝国の雲南地方から始まる。当時の雲南では鉱山開発により漢
人が大量に流入し回族との軋轢が生じてい。物流量増加の中でネズミが媒介
する腺ペストが流行。回族が反漢・反清の反乱（パンゼーの乱）を引き起こし
ました。回族の反乱は太平天国の乱とも連動し、清帝国の支配を揺るがす。

1918年～1919年 スペインかぜ 約4,000万人 史上流行したインフルエンザで最も甚大な被害を出す。

第一次世界大戦中の1918年にアメリカから流行が始まる。患者数は世界人
口の25～30％。致死率は2.5%以上。死亡者数は全世界で4,000万、一説には
1億人とも（推定）。
1918年3月にアメリカから第一波が発生。1919年はじめまでに三回の大流
行。当時はインフルエンザウイルスの存在は未確認。当然ワクチンなど存在
せず、有効な手立てはなく、学級閉鎖や移動の禁止、マスク着用の義務化な
どで対応。
日本も例外でなく、患者数約2,300万人、死亡者数約38万人と報告。

1957年～1958年 アジアかぜ
（インフルエンザ）

約200万人 中国から流行が始まる。香港、シンガポールを経由し日本に上陸。その後世
界中で症例が確認・。世界中で約200万人が死亡。ワクチンが利用可能にな
るが生産量が非常に少なく、学級閉鎖が伝播を防止できる唯一の手段。
さらに広東、香港、そしてインドに広がり、インドだけで1,000万人が死亡。

20世紀～現在  HIVウイルス 約3,000万人 1970年代後半に世界的に拡大、1981年にエイズが発見されました。

95%の患者が発展途上の国民。性交渉や親子感染、汚染された血液の注射
によって感染。先進国では主に、薬物の薬を打つ注射の使い回しや同性間で
の性交渉による感染が多い。
HIVは霊長類を宿主とするサル免疫不全ウイルス。それが突然変異によりヒト
免疫不全ウイルスに変異（推定）。


